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会
員
募
集

　
◆
東
久
留
米
市
ラ
ジ
オ
体

操
連
盟　
毎
日
午
前
６
時　
１０

分
～
７
時
、
滝
山
公
園
・
向

台
広
場
・
本
村
小
学
校
な
ど

６
カ
所
で
。
会
費
年
１
２
０

０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
正
し

い
ラ
ジ
オ
体
操
、
練
功
十
八

法
を
身
に
付
け
健
康
維
持
。

詳
し
く
は 
對
馬 
緯
４
７
１
・

つ
し
ま

５
７
４
２
へ
。

　
◆
社
交
ダ
ン
ス（
リ
ト
ル・

ブ
ー
ケ
）　
月
３
回
。
金
曜

日
午
後
１
時
～
４
時
半
、
西

部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費

１
回
２
０
０
円
。
年
齢
制
限

な
し
。
自
由
に
い
ら
し
て
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は 
畠 
緯
０

は
た

９
０
・
９
９
７
７
・
８
８
５

５
へ
。

　
◆
料
理（
男
の
食
卓
）　
第

１
・
第
３
水
曜
日
の
午
前
９

時
～
午
後
２
時
、
西
部
地
域

セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
１
回
５

０
０
円
他
。
初
心
者
歓
迎
。

　
歳
以
上
の
方
。
詳
し
く
は

６０伊
藤
緯
４
７
６
・
７
９
９
７

へ
。
　
◆
ピ
ア
ノ
＆
キ
ー
ボ
ー
ド

サ
ー
ク
ル　
月
２
回
。
土
曜

日
午
前
９
時
半
～　
時
、
生

１１

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会

金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
４

０
０
０
円
。
年
１
回
の
発
表

会
を
目
標
に
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
初
心
者
・
中
高
年
齢
者

歓
迎
。
詳
し
く
は
松
崎
緯
４

７
２
・
５
２
２
０
へ
。

　
◆
東
久
留
米
市
囲
碁
連
盟

　
第
４
日
曜
日
午
前
９
時
半

か
ら
、
主
と
し
て
わ
く
わ
く

健
康
プ
ラ
ザ
で
。
会
費
１
回

１
０
０
０
円
。
点
数
制
、
午

前
２
局
午
後
２
局
、
優
勝
・

敢
闘
賞
・
年
間
表
彰
な
ど
あ

り
。
詳
し
く
は
富
村
緯
４
７

５
・
０
４
７
９
へ
。

催

し

　
◆
バ
ラ
エ
テ
ィ 
葵 
ま
つ
り

あ
お
い

（
葵
ク
ラ
ブ
）　
６
月
７
日

（
日
）
午
前
９
時　
分
開
演

４５

（
９
時
開
場
）
～
午
後
６
時
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

で
。
入
場
料
無
料
。
唄
、
舞

踊
、
尺
八
な
ど
の
楽
器
の
発

表
会
。
ゲ
ス
ト
は
ウ
イ
ン
グ

ジ
ャ
パ
ン
の
、
ざ
い
ま
弘
子

氏
。
花
、
商
品
券
、
抽
選
あ

り
。
詳
し
く
は
風
間
緯
４
７

１
・
１
０
５
６
へ
。

　
◆ 
Ｈ
Ａ
Ｓ 
バ
ザ
ー
（
ホ
ー

ハ
ス

ム
・
ア
ニ
マ
ル
・
ソ
サ
エ

テ
ィ
）　
５
月　
日（
日
）午

３１

前　
時
～
午
後
３
時
、
平
屋

１０
の
一
軒
家
（
金
山
町
１
ノ
６

ノ　
）
で
。
入
場
料
無
料
。

１５
雨
天
の
場
合
は
６
月
７
日
に

延
期
。
収
益
は
動
物
の
保
護
、

医
療
費
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
詳
し
く
は
浅
木
緯

４
６
２
・
８
６
０
６
へ
。

　
◆
ギ
タ
ー
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト（
Ｋ
Ｋ
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
）　

５
月　
日
（
火
）
午
前　
時

２６

１０

半
～
正
午
、
東
部
地
域
セ
ン

タ
ー
で
。
入
場
料
無
料
。
ク

ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
発
表
会

で
す
。
多
数
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

滝
沢
緯
４
７
３
・
６
２
９
５

へ
。
　
◆
バ
ラ
エ
テ
ィ
ｉ
ｎ
腹
話

術
（
腹
話
術
愛
好
者
の
会
東

京
チ
ャ
タ
ー
ズ
）　
５
月　
３０

日
（
土
）
午
後
４
時
半
開
演

（
４
時
開
場
）、
成
美
教
育

文
化
会
館
１
階
グ
リ
ー
ン

ホ
ー
ル
で
。
入
場
料
（
前
売

り
）
大
人
（
高
校
生
以
上
）

１
０
０
０
円
、
小
・
中
学
生

３
０
０
円
。
未
就
学
児
の
入

場
不
可
。
詳
し
く
は
高
橋
緯

４
７
５
・
３
５
３
３
へ
。

　
◆
ワ
ン
コ
イ
ン
で
ヨ
ガ
体

験
！
春
か
ら
始
め
る
新
習
慣

（
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
ヨ
ガ
・
フ

ラ
ー
ダ
）　
５
月　
日
（
火
）

２６

午
前　
時
～　
時
、
わ
く
わ

１０

１１

く
健
康
プ
ラ
ザ
第
２
集
会
室

で
。
参
加
費
５
０
０
円
。　
４０

歳
代
、　

歳
代
か
ら
の
運
動

５０

に
ヨ
ガ
は
最
適
で
す
。
ぜ
ひ

体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
大
内
緯
４
５
８
・

６
６
３
６
へ
。

　
◆
第　
回
住
宅
デ
ー
（
東

３８

京
土
建
清
瀬
久
留
米
支
部
）

　
５
月　
日（
日
）、６
月
７

３１

日（
日
）、時
間
は
い
ず
れ
も

午
前　
時
～
午
後
３
時
、
八

１０
幡
東
公
園
（
下
里
一
丁
目
）・

市
役
所
１
階
屋
外
ひ
ろ
ば
・

ス
ー
パ
ー
マ
ル
エ
ツ
前
（
氷

川
台
一
丁
目
）・滝
山
団
地
セ

ン
タ
ー
広
場
で
。
入
場
料
無

料
。
楽
し
い
催
し
と
奉
仕
活

動
で
建
設
職
人
の
技
と
住
ま

い
の
情
報
を
紹
介
し
ま
す
。

詳
し
く
は
木
田
緯
４
７
３
・

８
７
５
１
へ
。

　
◆
未
来
を
ひ
ら
く
歴
史
講

座
（
東
久
留
米
教
科
書
を
考

え
る
会
）　
５
月　
日
（
日
）

２４

午
後
２
時
～
４
時
、
市
民
プ

ラ
ザ
で
。
参
加
費
５
０
０
円
。

社
会
科
教
科
書
と
日
本
の
戦

争
・
民
主
主
義
。
詳
し
く
は

秋
葉
緯
４
７
３
・
５
２
６
５

へ
。
　
◆
し
ん
か
わ
保
育
園　
周
４０

年
フ
ァ
イ
ナ
ル
イ
ベ
ン
ト

（
同
実
行
委
員
会
）　
６
月

７
日
（
日
）
午
前　
時
か
ら
、

１０

し
ん
か
わ
保
育
園
で
。
入
場

料
無
料
。
卒
園
し
た
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
堀
井
緯
４
７
４
・
６

６
５
４
へ
。

　
◆
社
交
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
（
東
久
留
米
市
ダ
ン

ス
連
盟
）　
５
月　
日
（
日
）

２４

午
後
１
時
～
４
時
、
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
。
５
０
０
円

パ
ー
テ
ィ
ー
。
入
場
料
は
前

売
り
５
０
０
円
（
電
話
予
約

可
）、
当
日
７
０
０
円
。
詳

し
く
は 
西  
垣  
内 
緯
０
９
０
・

に
し 
が
き 
う
ち

１
８
８
５
・
８
８
５
６
へ
。

保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存
樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹
木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木
ををををををををををををををををををををををををを
紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹
介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介
ししししししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままままままま

保
存
樹
木
を
紹
介
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪

・
吸
い
殻
は
水
に
つ

け
て
か
ら
捨
て
る

◎
こ
ん
ろ

・
そ
の
場
を
離
れ
る

と
き
は
必
ず
火
を
消

す・
袖
口
や
体
が
火
に
触
れ
な
い
よ

う
に
注
意
す
る

・
こ
ん
ろ
周
辺
の
整
理
整
頓
を
心

掛
け
る

・
防
炎
品
の
エ
プ
ロ
ン
な
ど
を
使

用
す
る

住
宅
火
災
か
ら 高

齢
者
を
守
ろ
う　

　
　
年
４
月
現
在
、
市
内
に
お
け

２７
る　
歳
以
上
の
方
は
３
万
８
１
９

６５
人
で
、
市
内
人
口
の　
％
を
占
め

２６

て
い
ま
す
。
高
齢
者
人
口
は
今
後

も
増
加
し
、
超
高
齢
化
社
会
へ
の

進
展
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
東
京
消
防
庁
管
内
に
お
け
る　
２６

年
中
の
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数

は　
人
で
、
こ
の
う
ち
高
齢
者
の

７１

死
者
数
は　
人
（　
・
７
％
）
と
、

５８

８１

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
出
火
原
因
別
で
は
、
た
ば
こ
・

ス
ト
ー
ブ
・
こ
ん
ろ
が
原
因
の
火

災
で
死
亡
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、

ひ
と
た
び
火
災
が
起
こ
る
と
、
逃

げ
遅
れ
な
ど
で
死
亡
に
至
っ
て
し

ま
う
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。
火
災

か
ら
高
齢
者
を
守
る
た
め
、
出
火

防
止
対
策
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

◎
た
ば
こ

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い

が
、
他
に
も
多
く
の
催
し
を
企

画
・
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
同
ク
ラ
ブ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://members3.jcom.hom
e.ne.jp/hif201206/

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
【
説
明
会
】
６
月
２
日・９
日
の

い
ず
れ
も
火
曜
日
午
後
２
時
か
ら
、

市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で

　
※
内
容
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

２
日
間
と
も
ご
参
加
く
だ
さ
い

（
要
申
し
込
み
）。

　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は
５
月　
２９

日
（
金
）
ま
で
に
生
活
文
化
課
☎

４
７
０
・
７
７
３
８
へ
。

　
次
の
教
室
で
は
、
外
国
人
と
一

緒
に
日
本
語
を
勉
強
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
外

国
語
力
は
問
い
ま
せ
ん
。
日
本
語

で
日
本
語
を
教
え
ま
す
。
テ
キ
ス

ト
も
あ
り
ま
す
。

①
東
久
留
米
に
ほ
ん
ご
ク
ラ
ス

　
外
国
人
の
日
本
語
学
習
の
支
援

活
動
を
行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
で
す
。

　
昼
間
仕
事
を
し
て
い
る
方
や
学

生
に
も
通
い
や
す
い
夜
間
の
教
室

で
す
。
ひ
な
祭
り
、
七
夕
、
茶
道
、

空
手
な
ど
伝
統
文
化
の
体
験
学
習

や
、
生
活
情
報
・
防
災
情
報
の
お

知
ら
せ
を
取
り
入
れ
、
楽
し
く
生

活
に
役
立
つ
日
本
語
学
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。
知
り
合
い
の
外
国
人

に
同
ク
ラ
ス
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
同
ク
ラ
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://nihongo-class.saku
ra.ne.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
【
見
学
説
明
会
】６
月
９
日（
火
）

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
をを

募
集
し
ま

募
集
し
ま
すす

午
後
７
時
か
ら
、
市
民
プ
ラ
ザ

ホ
ー
ル
で

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
ご
希
望
の
方

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

②
東
久
留
米
国
際
友
好
ク
ラ
ブ

　
外
国
人
の
地
域
生
活
を
支
援
し
、

交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
で
す
（
年

会
費
あ
り
）。
活
動
は
主
に
日
本

語
教
室
（
成
人
・
子
ど
も
）
で
す

　
今
回
ご
紹
介
す
る
保
存
樹
木

は
生
け
垣
で
す
。

　
生
け
垣
の
良
い
点
は
、
①
落

ち
着
い
た
街
並
み
を
つ
く
り
、

私
た
ち
に
心
の
安
ら
ぎ
を
与
え

て
く
れ
ま
す
②
大
気
汚
染
を
緩

和
し
、
空
気
を
き
れ
い
に
し
て

く
れ
ま
す
③
風
や
火
を
防
ぎ
、

目
隠
し
の
役
割
も
果
た
し
ま
す

④
地
震
な
ど
で
倒
壊
す
る
危
険

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
本
町
二
丁
目
の
小
山
さ
ん
の

お
宅
に
は　
丿
の
生
け
垣
が
あ

５０

り
ま
す
。
緑
が
濃
く
美
し
い
生

【樹　種】　ヒイラギ 【所在地】　本町二丁目

【樹　種】　サザンカ 【所在地】　八幡町一丁目

け
垣
を
保
つ
た

め
に
、
毎
朝
７

時
に
は
欠
か
さ

ず
水
を
あ
げ
る

そ
う
で
す
。

　
地
球
温
暖
化
や
環
境
問
題
が

叫
ば
れ
る
近
年
、
こ
の
よ
う
な

美
し
い
生
け
垣
は
、
地
球
に
も

人
に
も
貴
重
で
す
ね
。

　
詳
し
く
は
環
境
政
策
課
☎
４

７
０
・
７
７
５
３
へ
。

日
常
生
活
の
中
で　
　
　
　
　
　

高
齢
者
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

　
東
京
消
防
庁
管
内
に
お
け
る　
２６

年
中
の
高
齢
者
の
救
急
搬
送
は　
３２

万
５
３
４
１
人
で
、
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。　

　
本
人
だ
け
で
な
く
家
族
や
地
域

で
、
事
故
防
止
対
策
を
実
施
し
ま

し
ょ
う
。

◎
転
ぶ
事
故
を
防
ぐ

・
段
差
を
な
く
す
、
段
差
を
分
か

り
や
す
く
す
る

・
足
元
を
十
分
に
明
る
く
す
る

・
階
段
な
ど
に
滑
り
止
め
を
す
る

・
転
ぶ
原
因
と
な
る
物
は
取
り
除

く◎
お
ぼ
れ
る
事
故
を
防
ぐ

・
長
湯
、
高
温
浴
は
避
け
る

・
飲
酒
後
の
入
浴
は
や
め
る

・
入
浴
時
は
、
家
族
が
小
ま
め
に

声
を
掛
け
る

◎
窒
息
、
誤
飲
を
防
ぐ

・
小
さ
く
切
っ
て
、
よ
く
か
む

・
水
分
を
取
り
な
が
ら
食
事
を
す

る
　
詳
し
く
は
東
久
留
米
消
防
署
予

防
課
防
火
査
察
係
☎
４
７
１
・
０

１
１
９
（
内
線
５
２
１
）
へ
。

　市では、上の原地区の新たな土地活用に当たり、上の原地区土地利
用構想を２６年７月に決定しました。
　この構想に基づき、土地所有者や関係機関との協議を進め、地区内
の街区形成の整備方針となる「上の原地区土地利用構想整備計画（案）」
をとりまとめました。
　今号では、そのあらましをお知らせします。なお、同整備計画（案）
の詳細は市ホームページから、ご覧いただけます。
　詳しくは企画調整課☎４７０・７７０２へ。

◇地区内の街区形成

◇道路交通計画

□新たなアクセス道路整備
　地区内の開発整備に伴う交通量の増加に対応す
るとともに、東部地域の交通利便性・安全性の向
上を図るため、現在事業中の都市計画道路東３・
４・２０号線と上の原地区を結ぶ、新たなアクセス
道路の整備を進めます。
　また、新たなアクセス道路の整備に伴い、神山
堂阪公園の再整備を進めます。
□地区内道路整備
　地区内の交通の円滑化、地域住民の安全性・利

便性を確保するため、主要区画道路および区画道
路の整備を進めます。
　主要区画道路および区画道路は、歩行者の安全
性・利便性を確保するため、歩道を設置するとと
もに、公園や既存の歩行者動線に配慮した歩行者
通路や緑道の整備を進めます。
　なお、東中学校東側および南側の既存市道の拡
幅については、既存の学校施設が立地しているた
め、これらの施設更新時に拡幅整備を進めます。

説明会を開催します

　「上の原地区土地利用構想整備計画（案）」に関する説
明会を開催します。
　【日時】５月３１日（日）　午後２時～４時
　【会場】東部地域センター　１階講習室
　【ご注意】車での来場は、ご遠慮ください。会場の収容
人数を超えた場合は、入場をお断りすることがあります
　詳しくは企画調整課☎４７０・７７０２へ。

※この画像は整備イメージであり、
施設などは実際のものと異なります。

文教地区
　２４年３月に閉校した第四小学
校跡地は、施設の取り壊しが２６
年度末に完了しています。学校
設立当初から小学校と中学校が
併設し、 狭隘 だったグラウンド

きょうあい

の改善を図るため、隣接する航
空管制部跡地を取得した経緯が
あり、これらの施設は単に学校
施設としての活用にとどまらず、
校庭開放という形で広く青少年
の健全育成に貢献してきました。
　このことを踏まえ、区画道路
の整備に併せ、隣接敷地との土
地交換などを行い、従前の中学
校用地の拡充を図るとともに、
青少年を含め広く市民の健康増
進に資するため、屋外運動施設
の整備を図ります。

◇整備スケジュール

　２７年度から都市計画の変更手続きを行い、併せて地区内基
盤整備および新たなアクセス道路の整備を進めます。
　３０年度を目途に、本整備計画（案）に基づく施設の立地が
図られるよう進めていきます。

27年度 28年度 29年度 30年度

行政
計画

地区内
基盤整備 実施設計 基盤整備（道路、公園など）

工事（神山堂阪公園整備を含む）

地区内各施設順次建設

都市計画変更手続き（事前協議を含む）
（用途地域・地区計画変更）

用地・
路線測量

用地買収・
道路詳細設計

アクセス
道路整備

地区内に
立地する
施設の
建設

イ
ン
フ
ラ
整
備

※このスケジュール
は、現時点での想定
です。今後の事業調
整により、変更する
場合があります。

高
齢
者
を
災
害
か
ら
守
る
た
め

高
齢
者
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
にに

集合住宅地区
　ＵＲ都市機構賃貸住宅や西公
園の再整備が完了しており、良
好な住環境の維持・保全を図り
ます。

福祉・交流地区
　整備が完了している保育園、
南公園、また現在整備中の高齢
者福祉施設に加え、小規模な生
活サービス施設の立地を誘導し、
あらゆる世代が集い、交流する
機能を持った土地利用を図りま
す。

生活サービス地区Ａ
　既に施設更新が行われた食品
スーパーや郵便局、市の連絡所、
医療施設などの公益施設に加え、
物販店舗などの生活サービス施
設の立地を誘導し、地域住民の
利便性の向上を図るとともに、
にぎわいを創出する土地利用を
図ります。

生活サービス地区Ｂ
　日用雑貨をはじめとする住生
活関連商品などを取り扱う店舗
など、生活サービス施設の立地
を誘導し、周辺地域を含めた地
域住民の利便性の向上を図ると
ともに、地区のにぎわいを創出
する土地利用を図ります。

中央公園
　テニスコートや広場がある中
央公園は、近隣住民の健康増進
や憩いの場として既存機能の維
持更新を図ります。

東公園
　武蔵野の雑木林の面影を残す
東公園は、既存樹木の保全を図
りつつ、近隣住民の憩いの場と
して再整備を図ります。

北公園
　新座市の緑地に隣接する北公
園は、地区内の憩いの場として
既存機能の維持更新を図ります。

複合地区Ｂ
　隣接する生活サービス地区や
中央公園、東公園と調和した健
康増進施設や商業施設などの立
地を誘導し、にぎわいや活力を
生み出す土地利用を図ります。

複合地区Ａ
　周辺の住環境と調和した健康
増進施設や商業・業務施設など
の立地を誘導し、にぎわいや活
力を生み出す土地利用を図りま
す。

住宅地区Ａ
　地区北東側に戸建て住宅が隣
接するこの地区は、低中層の住
宅を中心とした良好な環境の住
宅地の形成を図ります。

住宅地区Ｂ
　現在、地区内の国家公務員合
同宿舎の一部が東日本大震災避
難者用住宅として活用されてい
ます。
　このことから、引き続き現在
の土地利用を継続することとし、
将来構想として、大学などの教
育関連施設や介護訓練施設、研
修施設やスポーツ関連施設など、
まちのイメージアップにつなが
る施設の立地誘導を目指します。

　
無
認
可
保
育
所
で
あ
っ
た
「
み

さ
と
保
育
園
」
が
、
７
月
１
日

（
水
）
か
ら
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度
に
基
づ
く
小
規
模
保

育
施
設
に
移
行
し
ま
す
。
定
員
は

　
人
で
、
０
歳
～
２
歳
児
の
保
育

１９を
行
い
ま
す
。

　
【
名
称
】
み
さ
と
保
育
園

　
【
設
置
者
】
株
式
会
社
み
さ
と

　
【
所
在
地
】
本
町
２
ノ
３
ノ
１

　
【
電
話
】
４
７
２
・
４
９
３
７

　
※
若
干
名
の
受
け
入
れ
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
７
月
入
所
申
請

（
６
月
１
日
～　
日
）
か
ら
、
既

１５

存
の
地
域
型
保
育
施
設
（
小
規
模

保
育
施
設
・
家
庭
的
保
育
施
設
）

と
同
様
に
、
子
育
て
支
援
課
（
市

役
所
２
階
）
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
課
施
設
給
付
係
☎

４
７
０
・
７
７
４
５
へ
。

「
み
さ
と
保
育
園

「
み
さ
と
保
育
園
」」

小
規
模
保
育
施
設
に
移
行
し
ま

　

小
規
模
保
育
施
設
に
移
行
し
ま
すす


